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長
　
福
　
香
　
菜

　
　
は
じ
め
に
　
　
　

　
落
合
直
文
（
一
八
六
一
～
一
九
〇
三
）
の
和
歌
改
良
論
の
内
実
と
そ
の
変
容

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿

（
１
）

に
て
詳
述
し
た
通
り
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
同

二
十
六
年
ま
で
の
直
文
の
改
良
論
は
ま
さ
に
折
衷
論
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
三

年
以
降
、
自
ら
を
「
新
派
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
認
め
ら

れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
明
治
二
十
七
年
に
与
謝
野
鉄
幹
が
「
亡
国
の
音
」

（
五
月
十
～
十
八
日
、
『
二
六
新
報
』
に
て
八
回
連
載
）
を
、
同
三
十
一
年
に

は
正
岡
子
規
が
「
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」
（
二
月
十
二
日
～
三
月
四
日
、
『
日

本
』
に
て
十
回
連
載
）
を
発
表
し
、
御
歌
所
批
判
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
短
歌
革
新
の
動
き
が
激
化
し
て
い
く
時
代
の
潮
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
筆
者
が
、

　
　
特
に
弟
子
で
あ
る
鉄
幹
の
言
の
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な
る
中
に
あ
っ
て

　
　
は
、
「
新
派
」
の
呼
称
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

（
２
）

。

と
の
見
解
を
示
し
た
の
は
、
明
治
三
十
三
年
四
月
に
鉄
幹
率
い
る
新
詩
社
に

よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
明
星
』
の
存
在
が
あ
り
、
そ
の
分
析
に
依
拠
し
て

の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
明
星
』
創
刊
（
明
治
三
十
三
年
四
月
）
か
ら
直
文
の

没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
明
星
』
辰
歳
第
二
号
（
明
治
三
十
七
年
二
月
）
ま
で
を

対
象
に
、
直
文
に
関
す
る
記
事
を
精
査
し
、
鉄
幹
が
直
文
を
『
明
星
』
上
に
ど

の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
た
の
か
、
ま
た
直
文
は
ど
の
よ
う
に
主
体
的
に
『
明

星
』
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
一

　
『
明
星
』
は
い
か
な
る
雑
誌
で
あ
っ
た
の
か
。
明
治
三
十
三
年
四
月
に
創
刊

さ
れ
た
『
明
星
』
第
一
号
の
冒
頭
で
は
、
『
明
星
』
と
し
て
の
方
針
を
以
下
の

よ
う
に
示
し
て
い
る
。

　
　
一
　
『
明
星
』
は
東
京
新
詩
社
の
機
関
に
し
て
、
先
輩
名
家
の
芸
術
に
関

　
　
　
す
る
、
評
釈
、
論
説
、
講
話
、
創
作
、
（
和
歌
、
新
体
詩
、
美
文
、
小

　
　
　
説
、
俳
句
、
絵
画
等
）
批
評
、
随
筆
等
を
掲
げ
、
傍
ら
社
友
の
作
物

　
　
　
と
、
文
壇
（
特
に
和
歌
壇
、
新
体
詩
壇
に
重
き
を
置
く
）
の
報
道
と
を

　
　
　
載
す
。

　
　
一
　
『
明
星
』
は
与
謝
野
鉄
幹
主
と
し
て
編
輯
に
従
事
す
。

　
　
一
　
現
代
の
歌
人
、
新
体
詩
人
に
惜
む
所
は
、
特
に
修
養
の
欠
乏
に
あ

　
　
　
り
。
『
明
星
』
は
之
が
欠
乏
を
補
は
ん
が
た
め
に
、
文
壇
第
一
流
の
名

　
　
　
家
に
執
筆
を
請
ひ
て
、
和
歌
、
端
唄
、
英
詩
、
独
詩
、
漢
詩
、
俳
句
等

　
　
　
の
評
釈
を
掲
ぐ
。

　
　
一
　
『
明
星
』
は
特
に
数
ペ
イ
ヂ
を
『
中
学
教
育
』
の
為
め
に
割
き
て
、

　
　
　
『
中
学
時
代
』
の
一
覧
を
設
け
、
教
育
に
関
す
る
先
輩
の
論
説
講
話
等

　
　
　
を
掲
載
し
、
併
せ
て
中
学
生
諸
君
の
、
文
学
、
和
歌
、
新
体
詩
、
俳

　
　
　
句
、
絵
図
、
筆
蹟
等
の
投
稿
を
撰
抜
し
て
掲
載
す
。
委
し
き
は
本
号
の

　
　
　
『
中
学
時
代
』
欄
を
参
照
せ
よ

（
３
）

。

　
そ
し
て
、
同
じ
く
第
一
号
の
巻
末
に
は
「
東
京
新
詩
社
清
規
」
と
題
し
て
、

規
則
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
社
は
専
門
詩
人
以
外
に
和
歌
及
び
新
体
詩
を
研
究
す
る
団
体
也
。
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一
　
与
謝
野
鉄
幹
氏
を
推
し
て
社
幹
と
す
。

    
一
　
社
友
は
毎
月
又
は
隔
月
に
自
作
（
短
歌
は
二
十
首
以
内
、
新
体
詩
は

　
　
　
　
二
篇
以
内
）
を
送
附
し
て
社
幹
の
批
閲
を
求
む
。

　
　
一
　
社
友
は
自
作
を
送
附
す
る
と
同
時
に
、
毎
回
社
費
と
し
て
金
参
拾

　
　
　
　
銭
、
外
に
返
稿
料
参
銭
を
寄
送
す
。

    

一
　
毎
月
自
作
を
送
附
す
る
社
友
に
は
、
本
社
の
機
関
雑
誌
「
明
星
」
を

　
　
　
　
無
料
頒
布
す
。

    

一
　
社
友
の
傑
作
は
明
星
に
於
て
世
の
公
評
に
問
ふ
。

    

一
　
郵
便
為
替
は
「
三
番
町
取
扱
所
」
宛
の
事
。

　
つ
ま
り
『
明
星
』
は
、
特
に
「
和
歌
」
と
「
新
体
詩
」
を
中
心
と
す
る
雑
誌

で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
「
修
養
の
欠
乏
」
を
補
う
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

　
さ
ら
に
『
明
星
』
第
六
号
（
明
治
三
十
三
年
九
月
）
で
は
、
「
本
社
の
規
則

と
申
す
も
の
を
社
員
協
議
の
上
、
左
の
通
り
改
め
申
し
候
。
」
と
し
、
十
三
項

目
か
ら
成
る
「
新
詩
社
清
規
」
が
新
た
に
掲
げ
ら
れ
た
。
う
ち
第
二
項
目
か
ら

第
七
項
目
ま
で
は
、
以
下
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

    

一
わ
れ
〳
〵
は
古
人
の
詩
を
愛
読
す
。
さ
れ
ど
古
人
の
開
拓
せ
る
地
に
、

　
　
　
更
に
わ
が
鍬
を
入
れ
ん
こ
と
は
、
わ
れ
ら
の
え
忍
び
ぬ
と
こ
ろ
な
り
。

　
　
一
わ
れ
ら
は
互
に
自
我
の
詩
を
発
揮
せ
ん
と
す
。
わ
れ
ら
の
詩
は
古
人
の

　
　
　
詩
を
摸
倣
す
る
に
あ
ら
ず
、
わ
れ
ら
の
詩
な
り
、
否
、
わ
れ
ら
一
人
一

　
　
　
人
の
発
明
し
た
る
詩
な
り
。

    

一
わ
れ
ら
の
詩
は
国
詩
と
称
す
れ
ど
も
、
新
し
き
国
詩
な
り
、
明
治
の
国

　
　
　
詩
な
り
。
万
葉
集
、
古
今
集
等
の
系
統
を
脱
し
た
る
国
詩
な
り
。

　
　
一
わ
れ
ら
は
詩
の
内
容
た
る
趣
味
に
於
て
、
詩
の
外
形
た
る
調
諧
に
於

　
　
　
て
、
と
も
に
自
我
独
創
の
詩
を
楽
む
な
り
。

    

一
か
ゝ
る
我
儘
者
の
集
り
て
、
我
儘
を
通
さ
ん
と
す
る
結
合
を
新
詩
社
と

　
　
　
名
づ
け
ぬ
。

    

一
新
詩
社
に
は
社
友

（
４
）

の
交
情
あ
り
て
、
師
弟
の
関
係
な
し
。

　
伝
統
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
「
摸
倣
」
で
は
な
い
新
た
な
「
詩
」
を
詠
む
こ

と
を
明
言
し
て
お
り
、
新
詩
社
の
新
派
と
し
て
の
確
固
た
る
立
場
が
示
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
『
明
星
』
と
直
文
の
関
係
に
つ
い

て
、
以
降
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

      

二

　
ま
ず
『
明
星
』
第
一
号
で
は
、
二
頁
目
に
「
鶴
唳
」
と
題
し
た
直
文
の
和
歌

が
十
二
首
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
歌
人
と
し
て
は
一
番
最
初
に
名
前
と
作
品
が
見

え
る
。
こ
の
直
文
の
和
歌
掲
載
は
、
翌
年
発
行
の
『
明
星
』
十
一
号
（
明
治

三
十
四
年
二
月
）
ま
で
ほ
ぼ
毎
号
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
明

星
』
第
二
号
（
明
治
三
十
三
年
五
月
）
の
「
歌
壇
小
観
」
に
お
い
て
、
鉄
幹

は
、

    

○
佐
々
木
氏
も
服
部
氏
も
随
分
多
作
家
の
方
だ
が
、
苦
心
の
割
に
「
た
ゞ

　
　
ご
と
歌
」
や
旧
僻
な
作
が
多
い
。
こ
れ
は
落
合
先
生
の
評
だ
。＜

後
略＞

と
述
べ
、
佐
佐
木
信
綱
と
服
部
躬
治
の
和
歌
に
対
す
る
直
文
の
批
評
を
掲
載
し

て
い
る
。
同
じ
く
「
歌
壇
小
観
」
で
は
、

    

○
落
合
先
生
が
去
年
の
冬
か
ら
こ
の
三
月
ま
で
に
安
房
の
海
岸
で
詠
ま
れ

　
　
た
草
稿
を
み
た
か
。
三
千
首
以
上
も
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
だ
。
先
生
が
歌

　
　
集
を
公
に
す
る
お
考
の
無
い
の
は
、
自
重
す
ぎ
る
と
思
ふ
。

と
、
直
文
の
歌
集
出
版
を
求
め
る
一
文
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
直
文
の
和

歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
雑
誌
を
次
の
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
る
。

    
●
国
文
学
（
第
十
六
号
）
定
価
三
銭

    

　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
国
文
学
雑
誌
社

    

落
合
直
文
先
生
の
和
歌
、
服
部
躬
治
氏
の
和
歌
、
内
海
文
学
士
の
「
徒
然

（28）
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草
評
釈
」
、
金
子
元
臣
氏
の
「
古
今
集
評
釈
」
等
が
珍
重
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
鉄
幹
や
新
詩
社
が
、
恩
師
と
し
て
の
、
ま
た
歌
人
と

し
て
の
直
文
の
存
在
を
大
変
重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
鉄
幹
は
、
同
じ
く
第
二
号
の
「
歌
壇
小
観
」
に
お

い
て
、

　
　
○
毎
日
新
聞
に
落
合
先
生
の
歌
談
が
見
え
た
。
自
分
の
立
場
は
旧
派
で
も

　
　
無
い
新
派
で
も
な
い
と
云
ふ
の
で
、
去
年
の
国
風
懇
親
会
の
演
説
に
較
べ

　
　
て
別
に
進
ん
だ
意
見
も
見
え
な
い
。
和
歌
に
も
俳
句
の
如
く
季
を
入
れ
た

　
　
い
と
云
ふ
の
は
、
あ
ま
り
名
案
と
も
思
は
れ
ぬ
。

と
、
新
旧
派
の
折
衷
に
立
つ
直
文
の
姿
勢
を
否
定
的
に
見
て
お
り
、
そ
の
見
解

を
わ
ざ
わ
ざ
紙
上
で
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
直
文
は
実
際
に
『
毎
日
新
聞
』
で
何
を
語
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
記
事
は
、
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
八
日
付
『
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
落
合
直
文
氏
の
短
歌
談
」
で
あ
る
。

    

頃
日
、
社
員
、
落
合
直
文
氏
を
訪
ふ
て
、
氏
の
文
学
論
を
聴
け
り
。
今
ま

　
　
短
歌
に
関
す
る
氏
の
意
見
を
記
さ
ん
。

    

氏
徐
に
語
て
曰
く
、
己
は
全
然
古
今
集
の
序
文
を
楯
と
せ
る
旧
派
に
反
対

　
　
す
る
に
非
ら
ざ
れ
ど
、
遠
か
ら
ず
短
歌
の
改
良
は
計
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
左

　
　
り
と
て
今
日
の
所
謂
新
派
な
る
も
の
に
対
し
て
も
、
未
だ
全
く
合
同
す
る

　
　
能
は
ざ
る
な
り
。
乍
併
余
は
新
旧
両
派
に
向
つ
て
知
人
多
し
。
従
つ
て
両

　
　
種
の
中
間
に
介
在
し
て
、
研
究
上
都
合
好
き
位
置
に
あ
る
を
以
て
、
内
々

　
　
に
於
て
は
随
分
新
派
の
歌
を
試
み
置
け
り
。

　
直
文
は
「
旧
派
」
を
否
定
は
し
て
い
な
い
が
、
「
短
歌
の
改
良
」
の
必
要
性

は
訴
え
、
し
か
し
な
が
ら
「
新
派
」
に
も
依
拠
し
な
い
立
場
を
見
せ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
今
ま
で
直
文
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
、
ま
さ
に
折
衷
論
で
あ

り
、
こ
の
直
文
の
曖
昧
な
態
度
を
鉄
幹
は
指
摘
す
る
。
師
弟
関
係
に
は
あ
れ

ど
、
そ
こ
に
は
短
歌
革
新
に
対
す
る
明
ら
か
な
意
見
と
立
場
の
相
違
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
落
合
直
文
氏
の
短
歌
談
」
の
約
二
ヶ
月
前
、
直
文
は

『
心
の
花
』
三
巻
一
号
（
明
治
三
十
三
年
一
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
国
風

家
懇
親
会
席
上
演
説
」
（
落
合
秀
男
編
『
落
合
直
文
著
作
集
Ⅰ
』
一
九
九
一

年
、
明
治
書
院
）
で
、

    

私
は
、
新
派
で
あ
る
か
、
旧
派
で
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
や
ゝ
新
派
に
左
袒

　
　
し
て
居
る
も
の
で
す
。
さ
れ
ど
ま
た
旧
派
も
す
て
な
い
、
否
、
旧
派
よ
り

　
　
出
で
た
る
新
派
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
善
美
な
る
歌
は
望
む
べ
か
ら
ざ
る

　
　
も
の
と
思
ふ
。

と
、
自
ら
を
「
や
ゝ
新
派
に
左
袒
し
て
居
る
も
の
」
と
位
置
付
け
て
い
る
の
で

あ
る
。
明
治
二
十
二
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
は
、
新
旧
派
の
ど
ち
ら
に
も
依

拠
し
な
い
立
場
を
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た
直
文
だ
が
、
こ
こ
に
き
て
新
派
の
立

場
を
よ
う
や
く
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
派
の
表
明
は
、
こ
れ
ま
で
明
言

を
避
け
て
き
た
直
文
に
と
っ
て
は
一
歩
踏
み
込
ん
だ
発
言
と
言
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
即
座
に
「
旧
派
も
す
て
な
い
」
と
旧
派
に
対
す
る
配
慮
も
見
せ
る
。

　
つ
ま
り
、
一
応
新
派
を
表
明
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
「
歌
談
」
の
内
容
に

進
歩
は
な
く
、
中
立
的
立
場
の
維
持
に
終
始
し
て
い
る
。
新
派
を
標
榜
し
、

『
明
星
』
の
成
功
と
さ
ら
な
る
拡
充
を
意
図
す
る
鉄
幹
が
、
い
つ
ま
で
も
旧
派

か
ら
脱
却
し
な
い
直
文
に
物
足
り
な
さ
や
不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
さ

れ
る
。

　
前
掲
の
通
り
、
『
明
星
』
第
六
号
の
「
新
詩
社
清
規
」
で
、
社
友
の
間
に
は

「
師
弟
の
関
係
」
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
り
、
ま
た
『
明
星
』
第
三
号

（
明
治
三
十
三
年
六
月
）
の
「
歌
壇
小
観
」
で
は
、

    

〈
前
略
〉
新
派
と
云
つ
て
も
詩
風
に
統
一
が
な
い
。
人
に
よ
つ
て
異
つ
て

（29）

- 230 -



長　福　香　菜

　
　
ゐ
る
。
固
よ
り
統
一
を
求
む
べ
き
者
で
は
な
い
の
で
。
落
合
先
生
、
佐
々

　
　
木
氏
、
正
岡
氏
、
雷
会
、
若
菜
会
、
そ
の
他
幾
千
の
団
体
、
幾
千
の
新
派

　
　
歌
人
は
、
み
な
自
ら
信
ず
る
所
の
詩
風
を
主
張
し
て
互
に
論
難
も
し
、
弁

　
　
駁
も
す
る
と
云
ふ
意
気
込
み
だ
。
是
は
国
詩
の
進
歩
上
ま
こ
と
に
当
然
の

　
　
事
で
、
新
派
の
歩
調
が
揃
は
な
い
と
云
ふ
如
き
門
外
漢
の
冷
罵
は
気
に
掛

　
　
け
る
に
及
ば
な
い
。

と
、
同
じ
「
新
派
」
の
一
派
と
は
言
え
、
各
々
主
義
主
張
を
異
に
し
て
い
る
た

め
、
互
い
の
非
難
も
辞
さ
な
い
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
鉄
幹

の
忌
憚
の
な
い
意
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
同
じ
く

第
三
号
の
「
歌
壇
小
観
」
で
も
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
ら
れ
る
。

　
　
○
落
合
先
生
も
佐
々
木
氏
も
議
論
は
下
手
だ
か
ら
、
創
作
ば
か
り
で
頓
と

　
　
奇
抜
な
談
義
が
な
い
。

　
そ
し
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
三
号
に
「
落
合
直
文
先
生
と
明

星
」
と
題
し
た
次
の
一
文
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
明
星
」
は
本
号
よ
り
以
下
落
合
直
文
先
生
に
於
て
検
閲
の
上
、
種
々
の

　
　
注
意
を
与
へ
ら
る
ゝ
こ
と
と
な
れ
り
。

　
こ
の
一
文
で
は
、
直
文
が
雑
誌
『
明
星
』
の
「
検
閲
」
を
行
う
と
と
も
に
、

指
導
的
立
場
を
担
う
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
他
の
記
事
の
文
章

に
比
べ
て
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
読
者
へ
の
重
要
な
伝
達

事
項
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
読
者
の
目
を
引
く
配
慮
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
読
者
へ
の
周
知
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に

新
詩
社
と
し
て
の
新
た
な
方
針
を
打
ち
出
し
た
わ
け
だ
が
、
な
ぜ
折
衷
の
立
場

に
立
ち
、
鉄
幹
と
意
見
を
異
に
す
る
直
文
を
取
り
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
新
派
を
公
言
す
る
『
明
星
』
に
と
っ
て
、
直
文
の
重
用
は
不
利
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
以
降
の
『
明
星
』
を
精
査
す
る
と
、
直
文
を
公
然
と
批
判
す
る

よ
う
な
記
事
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
代
わ
り

に
、
た
と
え
ば
『
明
星
』
第
四
号
（
明
治
三
十
三
年
七
月
）
の
「
文
芸
雑
俎
」

に
は
、

    

△
落
合
直
文
氏
は
病
後
の
保
養
と
新
派
和
歌
の
宣
布
と
に
就
い
て
本
月
の

　
　
上
旬
か
ら
関
西
へ
漫
遊
せ
ら
る
ゝ
こ
と
に
成
ツ
た
。
病
気
が
全
癒
し
た
精

　
　
か
、
近
来
先
生
の
国
詩
に
対
す
る
気
焔
は
非
常
に
熾
ん
で
青
年
歌
人
を
圧

　
　
す
る
勢
ひ
が
あ
る
。

と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
直
文
の
「
国
詩
」
に
対
す
る
意
欲
旺
盛
な
様

子
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
第
四
号
の
「
社
告
」
に
は
、

　
　
◎
本
社
の
顧
問
と
し
て
新
派
歌
壇
の
為
め
助
成
の
労
を
取
ら
る
ゝ
落
合
直

　
　
文
先
生
は
、
今
七
月
五
日
よ
り
向
ふ
七
拾
日
間
京
都
、
大
坂
、
岡
山
、
広

　
　
島
、
山
口
の
諸
府
県
へ
漫
遊
せ
ら
る
ゝ
に
付
き
、
沿
道
の
社
友
諸
君
は
勿

　
　
論
文
学
熱
心
の
諸
君
は
各
地
の
旅
館
に
訪
問
し
て
先
生
の
奇
警
な
る
新
歌

　
　
談
に
接
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
勧
告
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
直
文
を
「
顧
問
」
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の
直

文
の
漫
遊
地
で
「
新
歌
談
」
を
聞
く
こ
と
を
「
社
友
」
に
勧
め
る
広
告
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
直
文
に
重
き
を
置
く
と
と
も

に
、
「
顧
問
」
と
し
て
の
直
文
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
直
文
は
『
明
星
』
上
で
は
明
確
に
「
新
派
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
、
第
四
号
以
降
、
直
文
は
『
明

星
』
と
新
詩
社
に
と
っ
て
重
要
な
地
位
を
担
っ
て
い
く
の
と
同
時
に
、
直
文
自

身
も
『
明
星
』
や
新
詩
社
へ
よ
り
肩
入
れ
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、

鉄
幹
が
『
明
星
』
卯
歳
第
二
号
（
明
治
三
十
六
年
二
月
）
の
「
昨
年
の
短
歌
壇

（
上
）
」
で
、

　
　
○
現
今
の
新
派
歌
人
中
、
わ
れ
等
新
詩
社
中
の
短
歌
作
者
を
除
い
て
、
其

　
　
以
外
の
重
立
つ
諸
氏
を
云
へ
ば
、
落
合
直
文
先
生
、
佐
々
木
信
綱
氏
、
尾

（30）
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上
柴
舟
氏
、
久
保
猪
之
吉
氏
、
服
部
躬
治
氏
、
金
子
薫
園
氏
等
に
何
人
も

　
　
指
を
屈
す
る
。
そ
し
て
又
以
上
の
諸
氏
を
囲
繞
し
て
居
る
新
歌
人
は
少
か

　
　
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
勿
論
数
に
於
て
は
旧
歌
人
の
千
分
の
一
に
も
当
る
ま
い

　
　
が
、
我
等
の
味
方
、
即
ち
新
歌
人
た
り
新
歌
人
の
謳
歌
者
た
る
人
々
は
、

　
　
新
智
識
あ
る
少
壮
の
間
に
多
い
の
は
事
実
で
、
夫
故
実
際
の
勢
力
は
月
毎

　
　
に
加
は
る
と
見
て
差
支
が
無
い
。

と
述
べ
、
当
時
の
「
新
派
歌
人
」
の
代
表
の
最
た
る
存
在
と
し
て
直
文
を
据
え

て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

      

三

　
新
派
を
標
榜
す
る
『
明
星
』
や
鉄
幹
に
と
っ
て
、
折
衷
的
立
場
を
と
る
直
文

を
「
顧
問
」
と
し
て
置
く
こ
と
に
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意
味
や
利
点
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
つ
に
、
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
明
星
』
で
は
、
第
二
号
か
ら
、
『
明
星
』
の
出
版
費
用
と
し
て
寄
付
さ
れ

た
金
額
と
寄
付
し
た
個
人
や
団
体
名
を
記
載
し
て
い
る
。
以
降
『
明
星
』
巻
末

の
「
社
告
」
に
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
号
に
わ
た
っ
て
寄
付
金
の
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
直
文
の
名
前
が
最
初
に
見
え
る
の
は
、
『
明
星
』
第
三
号
で

あ
る
。

    

◎
寵
贈
　
左
の
諸
君
よ
り
明
星
出
版
と
し
て
金
員
を
寄
贈
せ
ら
れ
た
り
。

　
　
爰
に
掲
げ
て
厚
情
を
拝
謝
す
る
。

    

一
金
五
拾
円
落
合
直
文
先
生
（
東
京
）
〈
後
略
〉

　
こ
の
と
き
に
、
直
文
は
個
人
で
五
十
円
を
『
明
星
』
出
版
費
と
し
て
寄
付
し

て
い
る
。
『
明
星
』
は
、
第
一
号
か
ら
第
五
号
（
明
治
三
十
五
年
五
月
）
ま
で

は
六
銭
の
値
段
で
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
運
営
は
中
々
厳
し
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
『
明
星
』
第
四
号
「
読
者
諸
君
に
告
ぐ
」
で
、
鉄
幹
は
そ
の
現
状
を
次

の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

詩
で
飯
が
食
へ
る
世
の
中
な
ら
、
僕
は
詩
を
売
ろ
う
。
徹
夜
し
て
も
百
篇

や
二
百
篇
の
駄
作
を
公
に
し
や
う
。
僕
は
さ
う
云
ふ
幸
福
な
時
代
に
は
生

れ
な
か
つ
た
。
日
本
人
は
経
済
思
想
に
乏
し
い
と
云
つ
て
も
大
抵
分
り
相

な
も
の
で
あ
る
。
一
冊
六
銭
の
「
明
星
」
が
鉄
幹
を
ド
レ
丈
け
肥
す
で
有

ら
う
か
。
参
号
を
標
準
に
し
て
云
ふ
が
、
紙
代
ば
か
り
で
も
一
冊
に
参
銭

ち
か
く
か
ゝ
る
。
各
寄
稿
家
へ
の
薄
謝
、
挿
画
の
彫
刻
料
、
活
版
組
代
、

印
刷
代
、
広
告
料
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
合
せ
て
割
出
せ
ば
、
今
の
所
一
冊

の
実
費
が
十
銭
内
外
に
成
つ
て
ゐ
る
。
実
費
十
銭
の
物
を
六
銭
で
読
者
に

渡
す
。
売
捌
人
へ
は
非
常
の
割
引
で
渡
す
の
で
あ
る
。
〈
中
略
〉
固
よ
り

僕
は
貧
し
い
身
分
だ
。
「
明
星
」
出
版
以
来
は
人
力
に
も
乗
ら
れ
ぬ
身
分

だ
。
夏
着
の
一
枚
も
新
調
の
出
来
ぬ
身
分
だ
。
そ
の
な
か
に
一
切
の
収
入

と
社
友
の
寄
附
金
と
を
挙
げ
て
「
明
星
」
に
供
し
、
ま
だ
足
ら
な
い
の
で

心
な
ら
ぬ
作
物
を
□

（
５
）

売
り
、
多
く
も
有
ら
ぬ
衣
服
調
度
の
類
も
売
り
、
酒

を
廃
し
、
交
際
費
を
節
し
、
妻
の
衣
帯
ま
で
を
も
典
し
て
出
版
費
の
不
足

を
補
つ
て
ゐ
る
。
爰
に
謝
す
べ
き
は
、
恩
師
落
合
先
生
で
あ
る
。
こ
の
十

年
間
僕
が
師
に
か
け
た
迷
惑
と
云
へ
ば
数
へ
き
れ
な
い
程
で
あ
る
が
、
こ

ん
な
男
に
何
の
取
り
へ
も
有
る
ま
い
も
の
を
、
同
じ
く
御
余
裕
も
無
い
中

か
ら
衣
食
の
資
を
節
し
て
屢
々
少
か
ら
ぬ
補
助
を
「
明
星
」
の
上
に
与
へ

ら
れ
て
ゐ
る
。

　
一
冊
に
つ
き
「
十
銭
」
か
か
っ
て
い
る
の
を
「
六
銭
」
で
発
売
し
て
い
る
苦

労
を
切
々
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
鉄
幹
は
直
文
か
ら
多
大
な
る
「
補

助
」
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
告
白
し
、
直
文
に
対
し
て
謝
意
を
表
明
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
第
六
号
か
ら
は
十
四
銭
に
値
上
げ
を
図
っ
て
お
り
、
以
後
は
値

上
げ
や
値
下
げ
を
繰
り
返
し
て
い
る

（
６
）

。
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そ
こ
で
、
直
文
の
『
明
星
』
へ
の
援
助
の
程
度
を
知
る
べ
く
、
創
刊
か
ら
直

文
が
亡
く
な
る
明
治
三
十
六
年
十
二
月
発
行
『
明
星
』
卯
歳
第
十
二
号
ま
で
の

間
の
全
寄
付
金
の
金
額
を
調
査
し
、
以
下
【
表
①
】
に
示
し
た
。

【
表
①
】
『
明
星
』
へ
の
寄
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
三
十
三
年
四
月
～
同
三
十
六
年
十
二
月
）

                                                           

 

順
位
　 

　
名
　
前
　
　
　 
金
　
額
　
　
　
　
　
　
内
　
　
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
五
十
円
（
三
号
）、
三
十
円
（
六

　
１
　
　
落
合
直
文
　
　  

百
六
十
円
　 

号
）、
五
十
円
（
七
号
）、
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
円
（
第
弐-

六
号
）、
十
五
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
白
百
合

（
７
）

』 

第
一
号
）

　
２
　
　
三
樹
一
平
　
　  

二
十
七
円
　 

二
十
五
円
（
第
三-

一
号
）、
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卯
歳
八
号
）

　
３
　  

山
県
悌
三
郎
　   

二
十
円
　
　
二
十
円
（
二
号
）

　
４
　
　
前
田
林
外
　
　   

十
五
円
　
　
十
円
（
三
号
）、
五
円
（
九
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
三
円
（
五
号
）、
五
円
（
九
号
）、

　
５
　
　
大
矢
正
修
　
　   

十
二
円
　
　
一
円
（
第
弐-

二
号
）、
一
円
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

三-

六
号
）、
二
円
（
卯
歳
四
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
一
円
（
三
号
）、
三
円
（
四
号
）、

　
６
　
　
寺
田
憲
　
　
　   

十
一
円
　
　
二
円
（
五
号
）、
四
円
（
六
号
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一
円
（
八
号
）

　
６
　
　
林
の
ぶ
子
　
　   

十
一
円
　
　
十
円
（
五
号
）、
一
円
（
第
三-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

五
号
）

　
８
　
　
伊
藤
只
聴
　
　 

十
円
三
十
銭
　
三
十
銭
（
第
弐-

五
号
）、
十
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三-

一
号
）

　
９
　
　
矢
嶋
誠
信
堂
　    

十
円
　
　 

十
円
（
六
号
）

　
９
　
　
安
田
善
之
助
　    

十
円
　
　 

十
円
（
六
号
）

　
９
　
　
韻
文
朗
読
会
　    

十
円
　
　 

十
円
（
第
三-

六
号
）

　
９
　
　
大
倉
保
五
郎
　    

十
円
　
　 

十
円
（
第
三-

七
号
）

　
【
表
①
】
を
見
て
分
か
る
通
り
、
直
文
の
寄
付
金
総
額
「
百
六
十
円
」
は
圧

倒
的
と
言
え
る
。
し
か
も
個
人
で
こ
れ
ほ
ど
の
資
金
を
捻
出
す
る
と
い
う
の

は
、
や
は
り
自
ら
の
門
弟
に
対
す
る
思
い
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
顧
問
」

の
地
位
を
得
た
者
の
使
命
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
『
明
星
』
第
九
号
（
明
治
三
十
三
年
十
二
月
）
に
は
、
「
新
詩
社

基
本
金
の
醵
出
に
就
て
同
感
の
諸
君
に
告
ぐ
」
と
題
し
て
、
基
本
金
を
募
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
際
下
名
の
者
等
協
議
の
上
、
一
層
新
詩
社
の
基
礎
を
堅
剛
な
ら
し

め
、
益
着
実
な
る
歩
調
を
以
て
平
素
の
主
張
を
貫
徹
致
し
度
と
存
じ
、
爰

に
各
自
よ
り
新
詩
社
基
本
金
と
し
て
応
分
の
醵
金
を
致
す
こ
と
に
相
決
し

候
。
僅
に
発
売
停
止
の
災
厄
に
会
し
て
、
わ
が
社
の
発
達
に
一
頓
挫
を
招

く
が
如
き
こ
と
有
之
候
は
ば
、
独
り
勃
興
せ
る
新
詩
風
の
前
途
を
危
く
す

る
の
み
な
ら
ず
、
之
に
因
つ
て
来
る
べ
き
わ
が
文
壇
の
不
幸
実
に
少
々
な

ら
ず
と
存
じ
候
。

　
そ
し
て
、
「
主
唱
者
」
と
し
て
冒
頭
に
「
落
合
直
文
（
東
京
）
」
の
名
前
が

挙
が
っ
て
い
る
。
醵
金
額
に
つ
い
て
は
、
『
明
星
』
第
十
一
号
（
明
治
三
十
四

年
二
月
）「
新
詩
社
基
本
金
醵
出
第
一
回
報
告
」、
第
十
二
号
（
明
治
三
十
四
年

五
月
）「
新
詩
社
基
本
金
醵
出
第
二
回
報
告
」、
そ
の
他
第
十
三
号
か
ら
第
十
八

号
で
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
醵
出
金
額
を
、
以
下
の
【
表
②
】
に
示
し

た
。
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【
表
②
】
新
詩
社
基
本
金
醵
出
金
額

（
８
）

                                                           

 

順
位
　
　 
名
　
前
　 

　  

金
　
額
　
　
　
　
　   

内
　
　
訳

　
１
　
　
明
治
書
院  

　   

五
十
円
　
　
五
十
円
（
十
二
号
）

　
２
　
　
落
合
直
文       

三
十
円
　
　
三
十
円
（
十
一
号
）

　
３
　
　
白
芙
蓉         

二
十
円
　
　
二
十
円
（
十
二
号
）

　
４
　
　
し
ら
萩         

十
六
円
　
　
十
三
円
（
十
一
号
）、
三
円
（
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
　 

二
号
）

　
５
　
　
本
村
徳
太
郎     

十
二
円
　
　
十
二
円
（
十
一
号
）

　
６
　
　
三
樹
一
平        

十
円
　
　 

十
円
（
十
一
号
）

　
６
　
　
宮
沢
六
郎        

十
円
　
　 
十
円
（
十
一
号
）

　
６
　
　
岡
山
支
部        

十
円
　
　 
十
円
（
十
一
号
）

　
６
　
　
石
川
照
勤        

十
円
　
　 

十
円
（
十
一
号
）

　
６
　
　
山
県
悌
三
郎      

十
円
　
　 

十
円
（
十
一
号
）

　
６
　
　
内
海
月
杖        

十
円
　
　 

十
円
（
十
一
号
）

　
「
明
治
書
院
」
に
次
い
で
、
直
文
の
個
人
と
し
て
の
醵
出
金
額
が
多
い
こ
と

が
分
か
る
。
【
表
①
】
の
金
額
と
合
わ
せ
る
と
、
お
よ
そ
二
百
円
近
く
を
直
文

個
人
で
賄
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ま
り
、
直
文
が
「
顧
問
」
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
て
い
る
背
景
の
一
つ

に
は
、
金
銭
的
援
助
の
貢
献
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
『
明

星
』
の
一
番
の
援
助
者
で
あ
る
直
文
を
重
用
す
る
こ
と
に
経
済
的
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
直
文
が
『
明
星
』
の
運
営
を
支

え
る
た
め
に
肩
入
れ
し
て
い
っ
た
結
果
が
、
明
治
三
十
六
年
六
月
の
『
筆
の

花
』
一
九
〇
掲
載
「
歌
談
の
一
」
（
落
合
秀
男
編
『
落
合
直
文
著
作
集
Ⅰ
』

一
九
九
一
年
、
明
治
書
院
）
で
の
「
私
な
ど
も
新
派
中
の
一
人
で
あ
り
ま

す
。」
と
の
発
言
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

      

四

　
『
明
星
』
に
は
、
直
文
を
は
じ
め
と
す
る
新
詩
社
に
属
す
る
歌
人
ら
の
会
合

の
開
催
を
報
告
す
る
記
事
が
た
び
た
び
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
明

星
』
第
十
四
号
（
明
治
三
十
四
年
八
月
）
「
社
告
」
に
は
、

◎
七
月
の
新
詩
社
茶
話
会
は
、
第
二
日
曜
日
（
十
四
日
）
の
午
前
八
時
よ

り
本
社
に
て
終
日
相
催
し
候
。
生
憎
の
雨
天
な
り
し
と
各
学
校
の
試
験
期

と
に
て
、
来
会
の
人
々
、
予
定
よ
り
は
少
数
に
候
ひ
し
。
〈
中
略
〉
即
ち

来
会
者
は
落
合
先
生
、
前
田
林
外
、
栗
島
狭
衣
、
鳳
晶
子
、
川
上
桜
翠
、

大
井
鶴
林
、
谷
活
東
、
藤
崎
緑
水
、
清
水
橘
村
、
佐
々
木
宇
治
の
山
人
、

平
塚
紫
袖
、
有
地
紫
芳
其
他
の
諸
氏
に
て
、
〈
後
略
〉

と
あ
り
、
こ
の
年
の
七
月
に
新
詩
社
が
「
茶
話
会
」
を
催
し
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
ま
た
、
鉄
幹
は
『
第
弐
明
星
』
第
五
号
（
明
治
三
十
五
年
五
月
）
の

「
余
材
」
で
、

○
鴎
外
先
生
第
一
師
団
の
軍
医
長
と
し
て
帰
京
せ
ら
る
。
先
生
の
曾
て
末

流
文
学
な
り
と
せ
ら
れ
た
る
文
界
は
、
今
な
ほ
依
然
と
し
て
末
流
文
学
な

り
。
先
生
の
慈
心
、
何
ぞ
再
び
立
つ
て
高
誨
の
労
を
取
ら
れ
ざ
る
。
序
な

れ
ば
云
ふ
。
四
月
の
初
、
神
田
金
清
楼
に
於
て
、
先
生
の
帰
京
を
機
と

し
、
落
合
直
文
、
依
田
百
川
、
市
村
鑚
次
郎
、
加
古
鶴
所
、
井
上
通
泰
の

諸
家
と
共
に
小
集
を
催
さ
れ
た
り
。   

と
、
森
鴎
外
の
帰
京
に
際
し
、
直
文
を
中
心
に
「
小
集
」
を
開
催
し
た
こ
と
を

報
告
し
て
い
る
。
新
詩
社
と
し
て
の
団
結
力
や
勢
力
を
誇
示
す
る
ね
ら
い
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
『
明
星
』
に
は
、
直
文
の
病
状
を
知
ら
せ
る
記
事
も
掲
載
し
て
お
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長　福　香　菜

り
、
鉄
幹
は
、
同
じ
く
『
第
弐
明
星
』
第
五
号
の
「
余
材
」
で
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

○
落
合
先
生
も
ま
た
久
し
く
病
中
な
り
が
、
去
月
下
旬
よ
り
品
川
に
静
養

せ
ら
る
。
本
号
に
掲
げ
た
る
先
生
の
写
真
は
、
去
月
十
六
日
の
撮
影
に
係

れ
り
。
病
余
の
悴
容
猶
甚
し
き
を
覚
ゆ
。

○
こ
の
写
真
に
向
ひ
て
左
な
る
□

（
９
）

畳
敷
の
書
生
部
屋
、
さ
て
は
当
面
の

奥
座
敷
、
之
に
対
し
て
追
憶
の
感
に
堪
へ
ざ
る
も
の
は
、
余
の
み
に
あ
ら

ず
、
世
間
そ
の
人
多
か
る
べ
し
。
明
治
二
十
五
年
、
師
が
こ
の
駒
込
浅
香

町
の
邸
に
移
り
給
ひ
て
よ
り
以
来
、
読
書
子
の
萩
の
家
の
門
を
潜
れ
る
も

の
幾
百
千
ぞ
や
。
世
に
知
ら
れ
た
る
人
に
し
て
余
の
記
臆
に
あ
る
も
の
ゝ

み
に
て
も
百
を
以
て
数
ふ
べ
し
。
〈
後
略
〉

　
こ
の
第
五
号
に
は
、
直
文
の
邸
宅
を
背
景
に
直
文
の
家
族
と
鉄
幹
が
写
る
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
写
真
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
明

星
』
卯
歳
第
二
号
（
明
治
三
十
六
年
二
月
）「
昨
年
の
短
歌
壇
（
上
）」
で
は
、

○
恩
師
落
合
先
生
が
久
し
く
病
床
の
人
で
有
つ
た
為
め
、
昨
年
は
之
と
云

ふ
作
が
公
に
成
つ
て
居
ら
ぬ
。
本
年
は
大
に
我
等
後
進
を
誘
掖
せ
ら
る
る

と
云
ふ
の
で
、
旧
臘
の
八
百
松
の
忘
年
会
に
は
猪
之
吉
、
躬
治
、
柴
舟
、

薫
園
、
桂
の
や
、
清
春
、
僕
等
の
諸
人
を
会
せ
し
め
ら
れ
た
。

と
記
し
て
お
り
、
直
文
が
亡
く
な
る
約
一
年
前
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
病
床

に
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
「
後
進
を
誘
掖
」
す
る
こ
と
を
望
む
直
文
の
指
導
者

と
し
て
の
姿
を
う
か
が
う
に
足
る
一
文
で
あ
る
。

      

五

　
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
十
六
日
、
療
養
の
甲
斐
な
く
、
直
文

は
四
十
三
歳
で
亡
く
な
る
。
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
『
明
星
』
辰
歳
一
号
（
明
治

三
十
七
年
一
月
）
に
は
「
木
枯
の
あ
と
　
故
落
合
直
文
病
状
略
記
」
と
題
さ
れ

た
記
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
六
頁
に
わ
た
っ
て
直
文
の
死
を
悼
む
和
歌
や
哀
悼

文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
木
枯
の
あ
と
　
故
落
合
直
文
病
状
略
記
」
に
は
、

十
二
月
十
六
日
の
夜
、
師
が
臨
終
の
お
ん
枕
べ
に
通
夜
す
る
も
の
、
躬

治
、
柴
舟
、
槍
、
薫
園
、
清
春
、
月
杖
、
鉄
幹
、
よ
り
江
等
数
人
な
り
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
直
文
の
門
人
た
ち
が
通
夜
に
参
列
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
「
十
二
月
二
十
日
青
山
の
お
く
つ
き
所
に
送
り
奉
り
葬
り
の
式
場
に
て
」

で
は
、
「
門
生
総
代
」
と
し
て
鉄
幹
が
、

あ
ゝ
師
の
君
、
こ
の
世
に
し
も
唯
一
つ
の
大
き
な
る
光
と
仰
ぎ
ま
つ
れ
る

師
の
君
よ
。
〈
後
略
〉

と
冒
頭
で
述
べ
、
恩
師
の
死
を
悼
ん
だ
。
さ
ら
に
「
社
告
」
に
は
、

◎
本
号
は
萩
の
家
先
生
の
重
患
と
引
続
き
喪
事
と
に
会
し
て
、
匆
忙
中
に

編
輯
印
刷
せ
る
が
故
に
、
社
友
諸
氏
の
詠
草
中
掲
載
し
得
ざ
り
も
の
多
き

を
謝
す
。

◎
一
月
四
日
箱
根
へ
の
旅
行
は
萩
の
家
先
生
の
喪
中
に
つ
き
之
を
見
合

せ
、
同
日
午
前
十
時
よ
り
改
め
て
本
社
に
於
て
小
集
を
催
し
、
同
夜
は
徹

宵
し
て
闘
句
を
試
む
る
こ
と
と
せ
り
。     

と
記
さ
れ
て
お
り
、
直
文
の
死
の
影
響
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
「
新
詩

社
同
人
」
に
よ
る
「
嗚
呼
萩
の
家
先
生
」
で
は
、

萩
の
家
先
生
は
国
語
教
育
の
元
勲
に
し
て
、
兼
ね
て
国
文
国
詩
の
革
新
を

呼
号
せ
る
急
先
鋒
な
り
。
〈
中
略
〉

況
し
て
我
等
等
し
く
先
生
の
教
を
受
け
、
は
た
間
接
に
先
生
の
詩
風
を
景

慕
し
て
此
詩
社
を
結
べ
る
者
、
宛
ら
赤
子
の
慈
親
に
別
る
ゝ
が
如
く
、
哀

痛
悲
慟
の
情
ま
こ
と
に
禁
じ
難
し
。
嗚
呼
今
よ
り
し
て
後
、
我
等
一
作
の

成
る
毎
に
、
設
ひ
天
下
の
千
万
人
を
動
か
す
こ
と
あ
る
も
、
又
真
実
な
る

批
正
を
乞
ふ
べ
き
一
人
の
明
師
を
有
た
ざ
る
な
り
。

（34）
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の
よ
う
に
、
直
文
を
「
国
文
国
詩
の
革
新
を
呼
号
せ
る
急
先
鋒
」
と
称
え
、

「
明
師
」
の
死
に
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
続
く
『
明
星
』
辰
歳
二
号
（
明
治

三
十
七
年
二
月
）
で
は
、
そ
の
表
紙
に
「
本
号
に
は
特
に
諸
家
の
故
落
合
直
文

氏
追
憶
談
種
々
及
び
氏
に
関
す
る
写
真
版
数
葉
を
掲
ぐ
」
と
題
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
特
集
が
組
ま
れ
た
。
直
文
の
死
を
受
け
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
誌
面
構
成
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
文
の
『
明
星
』
へ
の
貢
献
の
高
さ
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
お
わ
り
に

　
直
文
は
、
『
明
星
』
が
創
刊
さ
れ
た
明
治
三
十
三
年
四
月
以
来
、
雑
誌
の
中

心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
師
弟
関
係
に
あ
り
な
が
ら
、
折
衷
に
立

つ
直
文
と
新
派
の
鉄
幹
と
で
は
、
短
歌
革
新
に
対
す
る
立
場
や
考
え
に
相
違
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
文
が
『
明
星
』
の
顧
問
に
就
任
し
た
背
景
に

は
、
多
大
な
経
済
的
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
直
文
の
援
助
が
な

け
れ
ば
、
雑
誌
運
営
は
よ
り
難
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
直
文
も
『
明
星
』
へ
肩
入
れ
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
ら
を
「
新
派
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
併
せ
て
、
『
明
星
』

で
は
直
文
を
批
判
す
る
記
事
が
見
ら
れ
な
く
な
る
一
方
で
、
直
文
を
中
心
と
し

た
会
合
や
直
文
の
病
状
の
報
告
な
ど
を
し
て
お
り
、
枢
要
な
地
位
を
占
め
て
い

た
直
文
へ
の
配
慮
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
直
文
の
折
衷
論
を
、
鉄
幹
が
否
定
的
に
評
し
て
い
た
こ
と
ば
か
り
が
指
摘
さ

れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
直
文
か
ら
の
恩
恵
の
上
に
『
明
星
』
や
新
詩
社
が
成
り

立
っ
て
い
た
こ
と
を
も
っ
と
考
慮
し
た
上
で
、
鉄
幹
や
新
詩
社
、
『
明
星
』
の

「
新
派
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
鉄
幹
は
『
明

星
』
辰
歳
二
号
「
嗚
呼
落
合
先
生
」
で
、

    

新
派
和
歌
と
云
ふ
者
が
今
日
の
如
く
一
般
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
全
く
先

　
　
生
の
首
導
が
基
礎
で
あ
り
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
和
歌
改
良
論
の
問
題
を
提
示
し
、
和
歌
の
進
歩
を
意
図
し
た

直
文
の
存
在
が
あ
っ
た
ら
か
ら
こ
そ
、
鉄
幹
を
代
表
と
す
る
新
派
の
存
在
が
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
『
明
星
』
を
は
じ
め
と
す
る
新
派
の
活
動
の
場
が
直
文
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
『
明

星
』
を
通
し
て
築
か
れ
た
新
た
な
二
人
の
関
係
性
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）
　
「
落
合
直
文
の
和
歌
改
良
論
の
内
実
―
御
歌
所
派
批
判
か
ら
雑
誌

　
　
　
『
歌
学
』
ま
で
―
」
（
『
国
文
学
攷
』
二
一
七
号
、
二
〇
一
三
年
三

　
　
　
月
）、
「
落
合
直
文
の
和
歌
改
良
論
の
変
容
―
新
派
の
立
場
表
明
を
め

　
　
　
ぐ
っ
て
―
」
（
『
国
文
学
攷
』
二
一
九
号
、
二
〇
一
三
年
九
月
）。

（
２
）
（
１
）
所
掲
拙
稿
「
落
合
直
文
の
和
歌
改
良
論
の
変
容
―
新
派
の
立
場

　
　
　
表
明
を
め
ぐ
っ
て
―
」
。

（
３
）
　
以
下
、
資
料
及
び
雑
誌
等
の
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
の
字
体
に
改

　
　
　
め
、
振
り
仮
名
は
省
略
し
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
・
カ
ギ
括
弧
を
補
っ

　
　
　
た
。
引
用
文
中
に
私
に
施
す
括
弧
は
〈
　
〉
で
示
し
、
引
用
文
に
本
来

　
　
　
あ
る
（
　
）
と
区
別
し
た
。
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

（
４
）
　
本
文
で
は
欠
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
明
星
』
第
九
号
（
明
治
三
十

　
　
　
三
年
十
二
月
）
を
見
て
補
っ
た
。

（
５
）
　
活
字
の
破
損
で
判
読
不
能
。
た
だ
し
、
内
容
か
ら
「
も
」
だ
と
推
測

　
　
　
す
る
。

（
６
）
　
『
明
星
』
の
定
価
や
寄
付
金
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
先
行
研
究
に
、

（35）
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新
間
進
一
「
『
明
星
』
と
寛
・
晶
子
、
五
題
」
（
『
和
歌
文
学
の
世
界

　
　
　
第
八
集
　
論
集
明
星
と
ア
ラ
ラ
ギ
』
〈
一
九
八
三
年
、
笠
間
書
院
〉
所

　
　
　
収
）、
横
井
源
次
郎
「『
明
星
』
の
意
味
―
鉄
幹
に
お
け
る
『
明
星
』」

　
　
　
（『
日
本
文
学
講
座
一
〇
　
詩
歌
Ⅱ
（
近
代
編
）』
〈
一
九
八
八
年
、
大

　
　
　
修
館
書
店
〉
所
収
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
　
『
第
弐
明
星
』
第
六
号
（
明
治
三
十
五
年
六
月
一
日
）
の
後
、
次
号

　
　
　
を
『
白
百
合
』
第
一
号
（
明
治
三
十
五
年
六
月
十
五
日
）
と
改
題
す
る

　
　
　
が
、
翌
月
か
ら
は
『
明
星
』
へ
復
し
、
『
第
三
明
星
』
第
一
号
（
明
治

　
　
　
三
十
五
年
七
月
十
日
）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
　
醵
金
額
が
大
き
か
っ
た
一
人
と
し
て
、
小
林
天
眠
が
い
る
。
以
下
の

　
　
　
通
り
で
あ
る
。

        

①
「
金
五
円
　
吉
田
桂
舟
・
小
林
天
眠
（
大
坂
）
」
（
第
十
一
号
）

        

②
「
一
金
三
円
　
小
林
天
眠
（
大
坂
）
」
（
第
十
四
号
）

        

③
「
一
金
五
円
　
小
林
某
君
（
大
坂
）
」
（
第
十
七
号
）

      

　
た
だ
し
、
①
の
内
訳
が
不
明
で
あ
り
、
③
に
関
し
て
は
お
そ
ら
く
小

　
　
　
林
天
眠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
名
前
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　
　
　
か
ら
確
証
に
欠
け
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
小
林
天
眠
の
名
前
は
記
載

　
　
　
し
て
い
な
い
。

（
９
）
　
活
字
の
破
損
で
判
読
不
能
。

（
10
）
　
引
用
中
の
「
槍
」
と
い
う
字
は
「
鎗
」
か
。
「
吉
小
神
鎗
」
の
こ
と

　
　
　
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（36）
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